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4新彊財経大学は、新彊ウイグル自治区（以







































三〇％ 。漢族であっても大多数の人々にとって、つい六〇年前まで漢 は「話し、聞く」対象であっても 「読み、書く」ものではなかった。中国 日本の仮名 よう書記世界と音声世界を媒介するも が必要だったのである。
ここで話を再び、中央アジアに戻そう。冒
頭、紹介し イリミンスキー・システム型教授法は、ソ連になっても採用され、中央アジアでは、一九二八年にラテ 文字（一九四年以降はキリル文字）によるアラビア文字の代替が急速に進ん 。同時 、教育の普及とあいまって一九二〇年代から三〇年代にかけて、民族語レベルでの識字率は急速 向上し、その結果、中央アジアの都市部では、生活文化のソ連化が進展した。他方で、同時期、ソ連領内には沿海州を中心に漢族という少数民族が存在し、 その多くは文盲であった。
一九二八年、中国ソビエト科学調査研究所
は、ソビエト領内の漢族 ために、漢語表記のためにラテン文字を使用 た「ラテン化新文字」を、当時のレニングラード（現サンクトペテルブルク）で考案 た。当時モスクワにいた初期中国共産党の指導者瞿秋白た
ちがこれに改良を加え、それは魯迅・郭沫若などの左翼系知識人の共感を得て、日中戦争期、延安など中国共産党の根拠地での識字教育で広く使用さ るようになった。この「ラテン化新文字」こそ、今日、世界中の中国語学習者が学習するピンインの起源である普通話から国家語へ
新彊は新彊ウイグル自治区の名称がしめす
ように高度の民族自治地域である。一九五四年に制定された中国民族自治区域自治法でも、民族自治地域では、教育・行政・司法等あらゆる場所で、漢語と並んで民族言語の使用が義務付けられている。新彊の場合、高等教育では漢語が教学言語となるが、中等教育までは、民族 学校を整備し、 語よる教育が保障されてきた。新彊でも、旧ソ連央アジア国家のように 文字のキリル文字化、漢族のようなラテン文字化の実験が五〇―七〇年代試みられたが、挫折し、今日でもアラビア文字を使用し 教育が実施されている。
こうした言語政策に変化がおき、本論の冒
頭で紹介した漢語教育が義務化 たのは、二〇〇一年の国家通用言語文字法制定以降である。それ以来、漢語はそれまでの多民族国家中国の族際語（例えば とウイグル族、ウイグル とモンゴル族）としての普通話から、中国公民が義務教育を通じて習得しなくてはならない国家語へと地位を高めた。
ＭＨＫ（中国少数民族漢語水平等級試験）
では、高等教育機関 学ぶ少数民族の学生は３・４級受験が義務付けられている。ちなみに高等教育機関の教師にはＭＨＫ４級、初等教育 も３ が採用要件となっている。ＭＨＫ４級は、日本の中国語学習者が受験
するＨＳＫに換算すると、新ＨＳＫの５から６級に相当する。漢語世界の東西、日本・新彊で大学生達が同じレベルの中国語習得に取り組んでいる姿は、まさにグローバル社会の到来を象徴する今日的光景である。
一八六〇年代、ヴォルガ川上流の中心都市
カザンに始まったタタール人に対する教育の試みは、激動の二〇世紀、国際関係の変容に翻弄されながらも、その後、サンクトペテルブルグ・延安を経て 時空を超え二〇一二年の日本そして新彊に で続いてい 。フィー ドへの招待
ウルムチはユー ラシア大陸の到達不能
極、重心である。重心とは、質量 帯びた物質であれば、たとえそれがどんな 重く複雑なものであっても、最も効率的に支えられる点を意味する。中国・ロシアというユー ラシア大陸の東西の二大大国にとって、トルキスタンと呼ばれた新彊 中央ジア諸国のもつ地政学上の重要性は この重心の例えか も容易に想像できよう 今日の中央 ジアで起きている変動を理解しようとする場合 ウ ル・アルタイ山脈というアジアとヨーロッパを分ってきた地理学的概念を、想像力逞しく縦横に超え往復するような柔軟な思考様式が求められる。その意味でも地域 して 中央アジアを理解するためには、現実に根差すフィー ド調査は欠かせな 。ウラル・アルタイ山脈を跨いで暮すチュルク語の空間をより深理解する上でも、同じウラル・ ルタイ語族である日本人には、このアプローチが特に求められるの ないだろうか。
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